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中学校で写真部に入部した花代は、父親から古いカメラを譲り受け、1989年頃
から自分の身の回りの事象や出会った人たちを写真に収めるようになります。
高校生の時に友人と同人誌「女子高生通信」をスタートし、『宝島』のトンガ
リキッズなどで世にデビュー。19歳で半玉になり、その後日本のテレビ番組や
舞台などへの出演や、イギリスの雑誌『The Face』のカバーを飾ったりと、一
躍時代のアイコンとなっていきます。その傍らも写真を撮り続け、ロンドンへ
渡った1996年に『ハナヨメ』で写真家としてデビューし、ヴィヴィッドで瑞々
しいイメージは注目を集めました。同じ年に生まれた愛娘・点子を以降は被写
体として撮り続けます。奇才監督クリストフ・シュリンゲンズィーフと出会い
その舞台やパフォーマンスに出演するようになった1999年にベルリンへ移住。
2010年に帰国後は新たな試みとしてモノクロ写真に取り組み、現在は東京を拠
点に精力的に写真を発表しつづけています。

写真家としてだけでは括ることはできない、多彩な表現を奏でる花代という存
在。女性アーティストとしてどんな時代も彼女らしい生き方を突き進み、多様
な活動をしてきたアーティスト花代とは何者なのか―。膨大な写真から選ばれ
たこれらの写真群は、彼女の人生そのものであり、時代を映す鏡のように私た
ちにこの世界の美しさ、あるいは儚さを提示します。

花代（Hanayo）／東京とベルリンを拠点に活躍するアーティスト。写真家、芸妓、ミュージシャン、モデルなど多彩な顔を持つ。
自身の日常を幻想的な色彩で切り取る写真やコラージュ、またこうした要素に音楽や立体表現を加えたインスタレーションを発表す
る。パレ・ド・トーキョーなどでの個展、展覧会多数。写真作品集に『ハナヨメ』（1996）、『MAGMA』（2004）、『ベルリン
』（2013）、『点子』（2016）、音楽アルバムに『Gift / 献上』『wooden veil』などがある。

デビューから30年に渡る写真活動を総括する一冊

▶ご注文はツバメ出版流通まで FAX: 03-3721-1922 TEL:03-6715-6121 http://tsubamebook.com
mail: info@tsubamebook.com
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　ドイツ表現派は 1920 年代の 10 年間だけ活発になったドイツ固有の総合
芸術運動で、この時代フランスはアールヌーボー、日本では大正ロマンと、
世界各国がそれぞれに芸術を謳歌した。ドイツ表現派はそれまでの建築様式
と違って権力を誇示するような装飾はなく、バウハウスの合理主義的機能美
もない。一見矛盾に満ちた建築でありながら、建築が何かの形象を模倣した
面白さがある。オランダ・アムステルダム、ドイツ・ケルン、ハンブルク、
東ベルリン、西ベルリン、チェコ・プラハなど、表現派建築やその街の写真
を撮りながら歩いた 4 か月の道程。撮影から 40 年という時を経て、未発表
作品を多く含む写真集として刊行する。

「ドイツ表現派はそれまでの建築様式と違って権力を誇示するような装飾はなく、
バウハウスの合理主義的機能美もない。一見矛盾に満ちた建築でありながら、
建築が何かの形象を模倣した面白さがある」−北井一夫

●作者プロフィール　北井一夫（きたい・かずお）　1944 年、中国鞍山に生まれる。1965 年、日本大学芸術学部写真学科中退。同年、『抵抗』（未來社）を自費出版。
1969 年、成田空港建設に反対する三里塚の農民を取材し、1972 年、写真集『三里塚』（のら社）にて日本写真協会新人賞受賞。1976 年、『アサヒカメラ』誌に
連載したシリーズ「村へ」にて第 1 回木村伊兵衛写真賞受賞。主な展覧会に「タイムトンネルシリーズ Vol.20 北井一夫〈時代と写真のカタチ〉」（2004 年・ガーディ
アン・ガーデン）、「いつか見た風景」（2012 年・東京都写真美術館）など。主な写真集に『村へ』（1980 年・淡交社）、『新世界物語』（1981 年・長征社）、『フナ
バシストーリー』（1989 年・六興出版）、『いつか見た風景』（1990 年・蒼穹舎）、『1970 年代 NIPPON』（2001 年・冬青社）、『流れ雲旅』（2016 年・ワイズ出版）、

『過激派の時代』（2020 年・平凡社）、『COLOR いつか見た風景』（2021 年・PCT）など。エッセイ集に『写真家の記憶の抽斗』（2017 年・日本カメラ社）がある。
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北井一夫写真集
『ドイツ表現派紀行』

定価：4,000 円＋税
88 頁／ 200 × 200mm ／モノクロ／ハードカバー
ISBN978-4-910646-02-2 C0072

1979 年と 1980 年に撮影した欧州への旅
未発表作を含む、モノクロ作品 80 点を掲載

『ドイツ表現派紀行』
北井一夫

ISBN978-4-910646-02-2 C0072　　定価：4,000 円＋税

PCT 新刊 info@photoandculture-tokyo.com
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※合同会社 PCT（ピクト）は、元・日本カメラ社
のメンバーが 2021 年に創業した新会社


